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 宮古島市生涯学習指導者登録制度（リーダーバンク）とは、芸術・文化・語学・スポーツ・レクリエーションなどの豊富な

知識・経験、優れた技術やボランティア活動への意欲を持つ個人を登録し、学校、教育団体、サークル等に活用してもら

い、市民の自己啓発・充実した生活設計に向けて「生涯学習」を推進させていくことを目的とした制度です。 

 そして、このリーダーバンクの発掘や登録、登録リストの管理等を含めた「教える人」と「学びたい人」を結びつける役

割を持っているのが市教育委員会生涯学習振興課です。 

 今回は、そのリーダーバンクの種類、利用方法、登録方法等を紹介したいと思います。 

 年 度 活用団体数 回数 参加人数       講 座 内 容 

 H24年度 8 26 162 硬筆講座、プラ鉢アート、はりこ細工など。 

 H25年度 11 24 184 ステンシル、着付け、囲碁、けん玉、琉球舞踊など。 

 H26年度 10 40 170 社交ダンス、健康づくり、浴衣着付けなど。 

○活○用○手○順 

○登○録○手○順  



 

 

 

 8月２８日（木）、市教育委員会において平成26年度の外国語指導助手

（ALT：Assistant Language Teacher)の委嘱状交付式が行われました。 

 今回委嘱を受けたのは新赴任３名、再任２名の計５名で、それぞれが

指導への意欲と抱負を述べました。 

 宮古の方々に親切にしてもらい、楽しい毎日を過ごしています。 

 先生、ALT、子ども達が協力することで、宮古の子ども達の英語力

は更にレベルアップすると思います。 

 子ども達が英語を学び生かすことが出来るように、これからも頑

張ります。 

 ALTとはAssistant Language Teacherの略称で、各小中学校で外国

語活動や、英語の授業支援を行っています。 

 また、子ども達や地域の方々へ自国の文化や魅力を紹介し、 お互

いの文化交流や国際理解を図るといった大切な役割もあります。 

 宮古独特の文化や美しさをとても気に入っています。 

 生徒達が英語を楽しむこと、生徒達が英語を介して英語圏の世

界と繋がることが出来るようになることを楽しみにしています。 

 今年も教師として成長できるように頑張ります。 

 

 初めて日本に来たのは１９才の時でした。それからずっと日本に

興味があり、今ここにいることがとても嬉しいです。 

 頑張って役立つ英語を教えます。 

 間違えてもいいので、英語を使って私たちにどんどん話しかけ

てください。 

 私の祖先は沖縄から来ました。宮古に住めることが嬉しいです。 

 ハワイでは数学の先生でした。日本では英語を教えることを頑

張ります。 

 英語を使って子ども達に楽しんでほしいです。 

 私は宮古島に来ることが出来て、とても嬉しいです。 

 中学校で英語の授業を楽しくしたいです。 

 よろしくお願いします。 



 

 

  

 去った8月23、24日に「家族・学校・地域との強い絆で連携を図

り、平和な国際社会を担う子供達を育て、家庭の教育力の向上を

目指す」等をメインテーマに掲げ、第６２回日本PTA全国研究長崎

大会・第５９回九州ブロックPTA研究大会が行われました。 

 その大会において、幅広い活動が評価された東小学校PTA（佐

和田達会長）がPTA団体賞を受賞し、その受賞を祝う祝賀会が９

月６日、東小体育館で多くの関係者参加のなか行われました。 

 そのなかで佐和田会長は「子供達の頑張りをサポートする為に

もPTA組織が活性化していけば子供達も勉強やスポーツで良い

結果を出してくれる。これから一生懸命勉強し、色んな事を吸収し

成長していく子供達の親として、地域の大人としてこれからも学

校・PTA・地域がスクラムを組んで子供達の健全育成に繋げていき

たい」と受賞の喜びを語りました。 

 次世代を担う中学生を対象に「水について考える」をテーマと

した全日本中学生水の作文コンクール(主催：国土交通省)におい

て、「命を育む水」と題した大濱愛理さん（北中２年）の作文が優秀

賞にあたる農林水産大臣賞を、また立津琉音さん(北中２年)と仲

間まひるさん(伊良部中２年)が入選を受賞しました。 

 受賞された大濱さんは宮古伊良部農業水利事業所所長室で１

日所長を任命され、「宮古島の水がどのように使われているのか

を、これから巡る色んな施設で学んできたい」と話していました。 

 １日所長となった大濱さんらは任命式のあと土地改良区、中央

管理所、東山ファームポンド、伊良部架橋建設現場等を見学し、水

に対する知識を更に深めたようでした。 

 学級通信や学年だよりなど、先生が作る各種通信の優秀作品を表彰する「第10回プリ

ントコミュニケーションひろば」(主催：理想教育財団)において、来間小中学校で昨年度

発行された学校通信が「学校奨励賞」と「ひろば賞」をダブル受賞しました。初めての応

募での受賞となりました。 

 「学校奨励賞」は、幼稚園だより・図書館だより・保健だより・中学学級

通信・園長校長だよりの５つが評価されたもので、全国632校の応募の

中から4校のみが受賞。 

 「ひろば賞」は園長・校長だよりである「是っ校長(ぜっこうちょう)」

が評価されたもので、知念前校長は昨年度4月からほぼ毎日、全261号

を発行していたそうです。 

 8月28日、当時の校長の知念安則さんと中学校の担任だった下地悦

子教諭（西城中教頭）が教育委員会を訪れ、喜びの報告を行いました。

そのなかで知念前校長は、「中学校が統合される最後の年度に受賞す

ることが出来てとても嬉しい」と喜びを語っていました。 
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今年も大盛況 

 大好評だった去年に引き続き、夏休み真っ只中の８月16日（土）平良図書館で恒例の納涼おばけ祭りが

開催されました。 

 今年は、フィンガーアクション、３枚のおふだ、怪談話などの演目を行い、去年以上の大盛況でした。 

 会場はスペースが限られており、せっかくご来館されても満員で入場できなかった方々には心苦しく

感じた１日でした。 

 皆様にはますます喜んでいただけるよう色々な試みをしていこうと考えていますので、また来年のお

ばけまつりに足を運んでくださいね。 

市内小中学校で児童・生徒が元気に取り組んでいる様々なユニークな活動や取

組を紹介するコーナーです。今回は番外編です。 

平成26年8月１日～９日の９日間において、
横浜国立大学・東京農業大学・愛媛大学
のオープンキャンパス視察研修を実施。 

 夢実現事業は、宮古島市の児童生徒の人材育成及び教育指導者等の資質の向

上を図ることを目的に、「宮古島市教育の日」に表彰された者を対象に、１人あたり

30万円を限度に助成金を交付し、自ら「夢実現」のために、視察研修の計画を立て

実施する事業です。 

（助成事業の対象者が児童生徒の場合、保護者１名を助成事業の交付対象とする） 

与座君の感想   
 様々な大学を見学して、大

学のキャンパスの広さに感動

するとともに、研究室の様子

や設備を見せていただき、大学の先生方や学生

の皆さんなど、色々な方から大学についてたく

さん学ぶ事が出来ました。大学で学んだり研究

したりする事に、更に現実的に興味や関心を持

てるようになりました。この経験を生かして夢の

実現に向けて頑張りたいです。    

砂辺君の感想   
 自分の学びたいことを学べ

る学部は工学部であるという

ことが分かりました。 

 今までは理学部を目指していたのですが、進

路を変更すべきだと思うほどに工学部が魅力

的だったからです。 

 以前は夢のように思っていましたが実際に目

にしてみて、絶対にこの大学に行くという決心

が強まりました。 

平成26年7月3１日～８月4日の5日間にお
いて、九州大学、理学部・工学部のオープ
ンキャンパス視察研修を実施。 
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宮
古
島
の
東
の
突
端
に
位
置
す
る
東
平
安
名
崎

ひ
が
し
へ
ん
な
ざ
き

は
、
周

辺
海
域
を
含
め
、
国
指
定
の
名
勝
に
な
っ
て
い
ま
す
。
そ

の
岬
の
先
端
近
く
に
「
マ
ム
ヤ
の
墓
」
と
呼
ば
れ
る
場
所

が
あ
る
の
を
知
っ
て
い
ま
す
か
。 

今
回
は
、
こ
の
「
マ
ム
ヤ
」
に
ま
つ
わ
る
悲
し
い
恋
の

物
語
を
ご
紹
介
し
ま
す
。 

む
か
し
、
東
平
安
名
崎
の
根
元
の
辺
り
に
、
外
国
と
の

貿
易
で
栄
え
る
「
平
安
名
村

ぴ

ゃ

う

な

む

ら

」
と
い
う
村
が
あ
り
ま
し

た
。
こ
の
村
に
は
マ
ム
ヤ
と
い
う
と
て
も
美
し
い
娘
が
い

て
、
機
織
り
を
し
て
暮
ら
し
て
い
ま
し
た
。
「
マ
ム
ヤ
の

織
る
布
と
マ
ム
ヤ
は
絶
世
の
美
し
さ
だ
」
と
い
う
噂
は
瞬

く
間
に
島
中
に
広
が
り
、
そ
の
マ
ム
ヤ
を
一
目
見
よ
う
と

た
く
さ
ん
の
人
が
村
を
訪
ね
て
く
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
し
か
し
、
マ
ム
ヤ
は
人
目
を
避
け
よ
う
と
東
平
安
名

崎
の
断
崖
の
岩
屋
に
身
を
隠
し
機
を
織
る
よ
う
に
な
り
、

そ
の
音
は
、
崖
の
上
か
ら
は
下
に
聞
こ
え
、
下
へ
行
く
と

上
か
ら
聞
こ
え
る
た
め
、
誰
も
マ
ム
ヤ
に
会
う
こ
と
が
で

き
ま
せ
ん
で
し
た
。 

そ
ん
な
あ
る
日
、
野
城

ぬ
ぐ
す
く

と
い
う
地
域
の
按
司

あ

じ

で
崎
山
坊

さ
き
や
ま
ぼ
う

と
い
う
人
が
、
い
よ
い
よ
マ
ム
ヤ
の
居
場
所
を
探
し
当

て
、
自
分
の
妻
に
な
っ
て
ほ
し
い
と
言
葉
巧
み
に
話
を
持

ち
出
し
、
夫
婦
の
契
り
を
結
び
ま
し
た
。
し
か
し
、
実
は

こ
の
按
司
、
妻
も
子
も
い
る
身
で
あ
り
な
が
ら
、
マ
ム
ヤ

に
は
独
身
だ
と
嘘
を
つ
い
て
い
た
の
で
す
。 

絶
世
の
美
女
と
言
わ
れ
る
マ
ム
ヤ
を
妻
に
迎
え
た
按
司

は
得
意
気
で
、
人
前
に
連
れ
出
し
て
は
自
慢
し
、
「
マ
ム

ヤ
の
匂
い
は
ニ
フ
ニ
リ
（
香
草
）
の
香
り
だ
が
、
女
房
は

子
ど
も
の
小
便
の
臭
い
だ
」
と
歌
を
謡
う
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
そ
ん
な
按
司
を
見
て
い
た
親
戚
が
、
「
今
は
美
し

く
若
い
マ
ム
ヤ
に
心
躍
っ
て
い
て
も
、
こ
の
先
あ
な
た
の

面
倒
を
見
て
く
れ
る
の
は
実
の
子
、
実
の
妻
な
の
で
す

よ
」
と
諭
す
と
、
按
司
は
心
を
変
え
て
マ
ム
ヤ
の
も
と
を

離
れ
、
実
の
妻
の
待
つ
家
へ
と
帰
っ
て
い
っ
て
し
ま
い
ま

し
た
。 

按
司
に
裏
切
ら
れ
た
と
知
っ
た
マ
ム
ヤ
は
、
も
と
の
岩

場
へ
戻
り
、
按
司
の
こ
と
を
忘
れ
よ
う
と
寝
る
こ
と
も
食

べ
る
こ
と
も
忘
れ
て
機
を
織
り
続
け
ま
し
た
。
し
か
し
、

そ
の
悲
し
み
か
ら
逃
れ
る
こ
と
が
で
き
ず
、
東
平
安
名
崎

の
断
崖
か
ら
身
を
投
げ
て
、
も
う
誰
も
マ
ム
ヤ
の
姿
を
見

る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
残
さ
れ
た
の
は
、
断
崖

に
引
っ
か
か
り
風
に
吹
か
れ
舞
い
続
け
る
マ
ム
ヤ
の
衣
だ

け
で
し
た
。 

村
の
人
々
は
、
こ
の
よ
う
な
悲
し
い
出
来
事
が
起
こ
っ

た
の
も
、
マ
ム
ヤ
の
よ
う
な
娘
の
美
し
さ
の
せ
い
だ
と
哀

れ
み
、
村
に
二
度
と
美
人
が
生

ま
れ
な
い
よ
う
に
と
願
い
を
か

け
た
そ
う
で
す
。 

こ
の
マ
ム
ヤ
が
住
ん
で
い

た
屋
敷
跡
・
岩
屋
の
機
織
り

場
・
墓
は
、
市
指
定
の
史
跡
と

し
て
現
在
も
残
さ
れ
て
い
ま
す

よ
。 

 

 城辺図書館では、夏休み期間中に低学年(7月29日～

8月2日)と高学年(8月5日～8月9日)に分けてサマース

クールを開催しました。 

 子どもたちは、宮古在住の画家の西里恵子先生の指

導のもと、読書感想画についてこれまでにない描き方

を教わりながら、熱心に取り組んでいる様子でした。 

No.4 

レポ 
書 
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 ９月11日木曜日の朝、 「おはようございます！」の挨拶と

ともに花園幼稚園のお友だちが図書館のお仕事見学に来館し

ました。図書館では、新しい本がどのように登録されているの

か、返却された本がどのように戻されるのか教えてもらいな

がら、実際にやってみました。 

 また、移動図書館みらい号では、なかなか乗れない運転席

に乗ることができて楽しそうでした。 

 図書館でのお仕事が思っていた以上にたくさんあって、驚

いている様子でした。 

悲
し
い
恋
の
物
語 

「 

平
安
名
の
マ
ム
ヤ 
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 市総合博物館では７月25日（金）～８月26日（火）までの期間、夏休み期間中の子ども達を

対象とした第27回企画展「虫むし展」を開催いたしました。 

 本企画展では、昆虫をテーマにし、標本はもちろんマイクロスコープで撮影した昆虫の顔

写真など普段あまり見ることのない昆虫の世界について展示しました。 

 開催期間中には多くの児童・生徒や親子連れの方々が来館し、普段観察することのない

昆虫たちの顔写真を、驚きと興味津々なまなざしで見つめる子ども達の顔が印象的でした。 

 この展示会をとおして、昆虫や自然に興味・関心をもってもらうと同時に、「ひとつの物事

を色んな視点から見る面白さ」を少しでも感じていただけたのではないかと思います。 

 去った８月２日（土）、宮古島市津山市姉妹都市縁組50周年記念式典が、津山市で盛大に行われました。 

 宮古島市からは市長、議長をはじめ各関係機関総勢27名が参加し、式典は美作大学沖縄県人会の力強いエイ

サー演舞から始まり、津山市立南小学校の子ども達の未来宣言、半世紀の歩みの紹介、津山の和太鼓演奏など

が披露されました。 

 宮地津山市長は「先人が沖縄の本土復帰という熱い思いで結んだこの交流を次世代に継承し、次の100周年

に向けてより一層両市の絆が深まりますよう祈念します」と、下地市長は「この姉妹都市縁組50周年が両市の

発展と、津山市と宮古島市の一層の友好関係を促進する新たな旅立ちの日となることを祈念します」と、両市

長が思いを述べられ、素晴らしい式典となりました。 

  市教育委員会の学校規模適正化基本方針が一部見直され、平成29年度をめどに伊良部小学校、佐良浜小学

校、伊良部中学校、佐良浜中学校の４校が統合し、伊良部地区に新しい小中一貫校が誕生する予定です。 

 ４校が統合して新しいスタートを切るために調整が必要な様々な課題について協議をする組織が統合協議会

です。統合に関しての様々な協議事項について協議していきます。 

 協議会委員は各学校代表、保育所・幼稚園・小学校・中学校保護者代表、地域代表、教育部長の計27名で構成さ

れています。 

 【協議会の活動】 協議会では新しい学校の名称をはじめ、校歌や校章、通学路の安全確保、学校の伝統・文化

の保存等について協議し、新校のスムーズなスタートを目指します。協議会を２つの部会に分け、各部会でまと

まったことを協議会で決定、承認をしていきます。 

 ●第１部会（①校名、校歌及び校章に関すること ②教育目標(学校の基本コンセプト)及び特色ある学校づく 

  りに関すること ③制服、体育着に関すること） 

 ●第２部会(施設設備に関すること ②歴史及び学校の伝統・文化に関すること ③その他必要な事項に関する  

  こと) 

 【協議会での取り組み】 本協議会では9月1日から9月30日にかけて新校の校名及び愛称の募集を行いました。

多数の応募ありがとうございました。今後の協議会の活動内容に関しては、統合協議会だよりをとおし、お知らせ

していきます。協議会だよりは、対象地区に対しては行政連絡員をとおしての配布を行うとともに、宮古島市ホー

ムページにも随時掲載していきます。  



 

 

 

H２6.9.25現在 

第50回先島親善卓球大会 

第33回先島親善バドミントン大会 

体育の日関連イベント Do体力づくり 

第5回エコアイランド宮古島マラソン関連 

沖縄県高等学校バスケットボール新人大会 

日本折り紙ヒコーキ協会講演会 

第10回親子折り紙飛行機大会 

沖縄県マスターズバスケットボール大会 

第64回レディースバドミントン大会 

第４回ふれあいラージボール大会 

秋季小学生バレーボール大会 

ミニバスケットボール冬季6年生大会 

第10回ジュニアバスケットボール大会 

 10/4(土)・5(日)  

 10/１１(土)・１２(日) 

 10/１3(月) 

 10/16(木)～19(日) 

 10/23(木)～28(火) 

 １１/１(土) 

 １１/2(日) 

 11/8(土) 

 11/9(日) 

 １１/１5(土) 

 １１/16(日) 

 11/22(土)・23(日) 

 11/29(土)・30(日) 

第52回中体連陸上競技大会 

中体連県陸上代表選手記録会 

第68回全宮古陸上競技大会 

第5回エコアイランド宮古島マラソン関連 

第25回全宮古小学校陸上競技大会 

全宮古中学校駅伝競走大会 

第9回市老連平良支部運動会 

地区高体連駅伝競走大会 

施設使用の詳細は、市民スポーツ課までお問い合わせ下さい 

   市民スポーツ課 ☎７３－４４６９ （月曜休み） 

 

 子育てや学校生活で悩んでいませんか？ 

教育研究所では、学校や家庭で悩みがある児童・生徒、その保護

者、または学校職員や教育関係者の相談・支援をいたします。 

 教 育 相 談 室      ７７ー４９５５    

※相談等で話したことが、外部にもれることはありません。 

※来所相談・訪問相談も可能です。（要連絡） 

【受 付】 月～金曜日（祝祭日除く） 午前８時30分～午後4時30分 

【所在地】 下地字上地472ｰ39 下地庁舎内 

  第４回教育委員会定例会(７月23日)、第４回臨時会(8月5日)、第5回定例会(8月26日)が開催

されました。 

 第４回定例会では、市立学校設置条例の一部を改正する条例の議案提出依頼、社会教育指導員の委嘱、スポーツ推進審議会委

員の委嘱について審議されました。学校設置条例の一部改正議案では、平成27年度より宮原幼稚園・小学校を廃止(鏡原幼稚園・

小学校へ統合)する改正案が審議され原案どおり可決となり、市議会定例会(9月議会)へ議案提出依頼することとなりました。 

 第４回臨時会では、市立小学校使用教科書の採択について審議され、平成27年度より市立小学校で使用する教科書が決定しま

した。 

 また、第5回定例会では、第二次集中改革プランにおいて施設の統廃合、民間委託が検討されている学校給食共同調理場につ

いて現状が説明され、今年度中に教育委員会としての方針を決定することとなりました。 

 ○第９回博物館講座「地下水保全と農業」 

 10月11日(土)/市総合博物館 

 ○第５回子ども博物館「野草の観察会と野草料理」 

 11月30日(日)/市総合博物館 

 ○第10回宮古島市生涯学習フェスティバル 

 １１月１６日(日)/中央公民館 

 ○おはなしたまてばこ・おはなし会 

       平良図書館/毎週土曜日 

       城辺図書館/毎月第１日曜日 

           （変更の場合あり） 

 

                  

 市民スポーツ課では、体育の日(10月13日)に「体

育の日を通じて市民の健康保持増進や体力の向上

を図ること」を目的に「Do(どぅ)体力づくりーあなた

の体力いくつですか？ー」と銘打って、ラジオ体操講習会と体

力テストを開催します。 

 ラジオ体操指導者の長野信一氏と小森由紀子氏を講師に招き、ラジオ体操の正し

い動きや効果を学びます。また、体力テストでは６歳から79歳の方を対象に文部科学

省が定める新体力テスト実施要項に基づいて測定し体力年齢を算出します。10月1日

より先行受付を開始しますので、体力向上のきっかけづくりに参加してみてはいかが

でしょうか。              【お問合せ】市民スポーツ課 TEL73-4469 

日時：2014年10月13日(月)午前9時30分～ 

対象：宮古島市民(新体力テストは6～79歳まで) 

参加料：無料(先着200名) 

場所：宮古島市総合体育館1Fアリーナ 

持ち物：体育館シューズ(服装は軽装) 

 10/2(木)・3(金)  

 10/5(日) 

 10/１1(土)・12(日) 

 10/17(金)～22(水) 

 10/24(金)・25(土) 

 １0/3１(金)・１1/１(土) 

 １１/3(月) 

 11/15(土) 

                  【展示部門】 

●書道展 ●美術展 ●華道展 ●写真展等 

とき：10月17日(金)～19日(日) 

午前9時～午後5時 ところ：宮古島市中央公民館 

【発表部門】 

●児童文化(こどもシアター) 11月中旬 

●音楽祭 

とき：11月30日(日) ところ：マティダ市民劇場 

●芸能祭 

とき：12月7日(日) ところ：マティダ市民劇場 

●親子芸術劇場 3月（未定） 

【展示部門】 

 ●書道展 ●美術展 ●自由研究・工芸等 

 とき：10月25日(土)、26日(日)  

 午前9時～午後5時 ところ：宮古島市中央公民館 

【発表部門】 

 ●音楽祭 

 とき：11月1日(土) 午後3時～ 

 ところ：マティダ市民劇場 

 ●郷土の民話大会 

 とき：11月29日(土) 午後3時～ 

 ところ：中央公民館大ホール 

   【お問合せ】生涯学習振興課 TEL77-4947   

オープニングセレモニー  

とき：2014年10月17日(金)午後9時～ 

ところ：宮古島市中央公民館 

【表彰式】12月6日（土）午後2時～ 

    宮古島市中央公民館大ホール 

 


